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補助事業名 平成30年度ＡＥＣ２０２５がＡＳＥＡＮ機械工業に与える影響調査研究補

助事業 

補助事業者名 一般財団法人 国際貿易投資研究所 

 

１ 補助事業の概要 

（１）事業の目的 

ＡＥＣ２０２５（ＡＳＥＡＮ経済共同体２０２５）において今後のＡＳＥＡＮが行う施

策を分析することにより、現在ＡＳＥＡＮに進出している企業および進出を検討している

企業が、自社の事業に及ぼす影響を把握できるようにする。また、こうした企業が将来的

にＡＳＥＡＮにおける事業を拡大する際、進出先や業務の内容を決定するにあたり、参考

となる情報を提供する。 

 

（２）実施内容 

 ＡＥＣ２０２５がＡＳＥＡＮ機械工業に与える影響調査研究（http://www.iti.or.jp） 

ＡＳＥＡＮが２０１５年に公表した「ＡＥＣ２０２５ブループリント」、その後に公開さ

れた部門別行動計画（ＡＥＣ２０２５統合戦略アクションプラン）およびその他の資料を

もとに、ＡＥＣ２０２５の全体像および物品貿易、知的財産、連結性、経済統合といった

分野における施策を調査分析するため、当研究所内に「ＡＥＣ２０２５がＡＳＥＡＮ機械

工業に与える影響研究会」を設置し、研究の成果を報告書「深化するＡＳＥＡＮ経済共同

体２０２５の基本構成と実施状況」に取りまとめた。 

また、研究報告会「保護主義の拡大下で更なる統合を目指すＡＳＥＡＮ経済共同体２０

２５」を開催した。 

 

 

＜研究委員会＞ 

第１回研究会開催 平成３０年 ７月２３日    

第２回研究会開催 平成３０年１０月１５日 

第３回研究会開催 平成３０年１２月２１日 

第４回研究会開催 平成３１年 ２月 ８日 

 

 

 

 

 

 

http://www.iti.or.jp/


＜研究報告会＞ 

研究報告会「保護主義の拡大下で更なる統合

を目指すＡＳＥＡＮ経済共同体２０２５」開

催 

平成３１年 ３月２５日 

 

 

 

 

 

２ 予想される事業実施効果 

ＡＳＥＡＮは２０１５年末にＡＥＣ（ＡＳＥＡＮ経済共同体）を発足させた。しかし、

ＡＥＣは発足がゴールではなく、より一層の経済統合を図るためＡＥＣ２０２５（ＡＳＥ

ＡＮ経済共同体２０２５）に向けた取り組みが行われている。ＡＥＣ２０２５ブループリ

ントは概略を示したのみで具体的内容は２０１６年以降、徐々に明らかになってきている。

今回の調査で取り上げた項目をはじめ、ＡＥＣ２０２５の各施策はビジネスに関する影響

も大きく、ＡＳＥＡＮに進出している多数の日系企業の今後の経営戦略の立案にとって重

要性が高いと考えられる。 

 

３ 補助事業に係る成果物 

（１）補助事業により作成したもの 

「深化するＡＳＥＡＮ経済共同体２０２５の基本構成と実施状況」報告書 

(http://www.iti.or.jp/report_86.pdf)  

   

http://www.iti.or.jp/report_86.pdf


 

４ 事業内容についての問い合わせ先 

団 体 名： 一般財団法人国際貿易投資研究所 （コクサイボウエキトウシケンキュウショ） 

住  所： 〒107-0045 

東京都中央区築地１丁目４番５号 

代 表 者： 理事長 畠山 襄 （ハタケヤマノボル） 

担当部署： 総務部 （ソウムブ） 

担当者名： 審議役 寺川光士 （テラカワコウジ） 

電話番号： 03-5148-2601 

F  A  X： 03-5148-2677 

E - m a i l： webmaster@iti.or.jp   

Ｕ Ｒ Ｌ： http://www.iti.or.jp 
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